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福
井
正
興
社
長
は
「
お
茶
の

楽
し
み
は
い
つ
ま
で
も
続
く
も

の
で
は
な
く
、
ひ
ょ
っ
と
す
る

と
い
つ
か
消
え
て
し
ま
う
と
い

う
危
機
感
を
抱
く
。
こ
れ
か
ら

の
歩
み
を
考
え
た
と
き
、
新
た

な
事
に
挑
戦
し
、
１
０
０
年
先

に
も
お
茶
の
魅
力
を
伝
え
て
い

く
こ
と
に
力
を
尽
く
し
て
い
き

た
い
。
福
寿
園
宇
治
茶
街
道
が

お
茶
の
聖
地
と
な
る
よ
う
、
従

業
員
一
同
尽
力
し
て
い
く
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

正
憲
会
長
は
「
日
本
で
は
日

本
が
中
央
に
位
置
す
る
世
界
地

図
を
見
て
い
た
が
、
初
め
て
海

外
を
訪
れ
た
西
欧
の
地
図
で
、

近
東
、
中
東
、
遠
東
、
そ
の
先

の
日
本
は
北
極
・
南
極
と
同
じ

極
東
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
」
と
し
、
極

東
か
ら
の
視
点

で
世
界
１
６
０

カ
国
を
巡
っ
た
思
い
を
述
べ

た
。

　

ま
た
「
山
城
は
平
城
京
や
平

安
京
よ
り
古
い
飛
鳥
時
代
の
寺

跡
が
残
る
。
日
本
茶
８
０
０
年

の
歴
史
の
始
ま
り
で
あ
り
、
京

都
と
奈
良
を
行
き
来
す
る
街
道

沿
い
で
文
化
交
流

の
中
心
地
で
も

あ
っ
た
。
開
国
か

ら
明
治
期
に
は
、

生
糸
と
お
茶
が
外

貨
獲
得
の
主
力
商

品
と
な
り
、
そ
の

施
設
が
現
存
し
て

い
る
。
世
界
的
に

も
例
の
な
い
歴
史

文
化
の
地
。
日
本
の
文
化
の
原

点
が
こ
こ
に
あ
り
、
世
界
に
冠

た
る
地
に
な
る
よ
う
発
信
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

来
賓
祝
辞
で
は
、
鳥
井
信
宏

サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
副
社
長
Ｃ
Ｏ
Ｏ
・
サ
ン
ト

リ
ー
社
長
が
「
福
寿
園
と
の
つ

な
が
り
は
、
大
事
な
名
前
で
あ

る
『
伊
右
衛
門
』
を
お
借
り
し

て
お
り
、今
年
は
『
伊
右
衛
門
』

Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
発
売
か
ら
20

周
年
と
な
る
。
今
後
も
し
っ
か

り
と
丁
寧
に
育
成
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

　

祝
賀
会
に
合
わ
せ
て
、「
福

寿
園
宇
治
茶
街
道
を
行
く 

山

城
館
」
の
見
学
会

を
行
い
、
約
４
０

０
名
が
参
加
し

た
。

　

創
業
の
地
で
あ

る
京
都
府
木
津
川

市
山
城
町
に
、
茶

の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

を
展
開
す
る
。
山

城
町
は
京
都
と
奈

良
を
結
ぶ
奈
良
街

道
の
中
間
に
位
置

し
、
近
隣
に
茶
産

地
か
広
が
る
こ
と
か

ら
、
茶
の
集
積
地
と

し
て
か
つ
て
は
約
１

３
０
軒
の
茶
問
屋
が

軒
を
連
ね
た
。
現
在

は
約
30
軒
ほ
ど
と

な
っ
た
が
、
茶
問
屋

街
の
街
並
み
風
景
が

残
る
。「
日
本
茶
８

０
０
年
の
歴
史
散
歩 

京
都
・
南
山
城
」
が

日
本
遺
産
登
録
さ
れ

て
い
る
。

　

山
城
館
は
「
伊
右
衛
門

テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
」「
茶
問
屋

ス
ト
リ
ー
ト
」
の
２
エ
リ
ア
、

14
の
施
設
で
構

成
す
る
。

　

テ
ィ
ー
ガ
ー

デ
ン
に
は
茶
の
木
１
万
本
を
植

樹
。
同
社
が
目
指
す
る
テ
ィ
ー

ラ
イ
フ
の
創
造
「
文
化
（
Ｃ
ｕ

ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
）」「
健
康
（
Ｈ
ｅ

ａ
ｌ
ｔ
ｈ
）」「
快
適
（
Ａ
ｍ
ｅ

ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
）」
を
提
案
す
る
「
Ｃ

Ｈ
Ａ
（
茶
）」
の
姿
を
イ
メ
ー

ジ
し
、
三
角
錐
の
茶
畑
を
モ

ニ
ュ
メ
ン
タ
ル
に
配
置
し
た
。

体
験
教
室
が
で
き
る
建
物
を
併

設
し
、
お
茶
づ
く
り
や
お
茶
を

淹
れ
る
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
実
施
し
て
い
く
。

　

茶
問
屋
ス
ト
リ
ー
ト
エ
リ
ア

は
、
展
示
施
設
や
資
料
館
、
売

店
、
お
食
事
処
な
ど
を
配
置
し

た
。
製
茶
機
械
の
展
示
で
は
、

製
造
か
ら
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
ま

で
の
機
械
を
一
貫
し
て
展
示
し

て
お
り
、
一
カ
所
に
ま
と
ま
っ

た
展
示
は
他
に
例
が
な
い
も

の
。

　

茶
問
屋
の
建
物
を
利
用
し
た

展
示
で
は
、
近
隣
農
家
か
ら
持

ち
込
ま
れ
る
茶
葉
を
評
価

し
た
「
拝
見
場
」
の
様
子

を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
。
光

の
加
減
で
品
質
が
左
右
さ

れ
な
い
よ
う
、
採
光
は
北

側
の
一
角
と
し
、
壁
を
黒

く
塗
っ
た
場
所
で
品
質
評

価
を
一
定
に
保
っ
た
。

　

山
城
館
は
「
山
城
茶
問

屋
の
文
化
を
伝
え
る
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
来
年
３
月

に
オ
ー
プ
ン
予
定
。
京
の

茶
文
化
を
伝
え
る
「
京
都
館
」

（
京
都
本
店
）、
宇
治
茶
の
文
化

を
伝
え
る
「
宇
治
館
」（
宇
治

茶
工
房
）、
日
本
茶
文
化
の
未

来
を
拓
く
「
学
研
館
」（
Ｃ
Ｈ

Ａ
遊
学
パ
ー
ク
）
に
続
く
施
設

と
な
る
。 

（
赤
松
裕
海
）

福
寿
園
が
祝
賀
会

茶
の
文
化
継
承
に
尽
力

福井正憲会長

山城館 製茶機械の展示

茶問屋ストリート

茶の品質評価を行う「拝見場」

　
【
大
阪
】
福
寿
園
は
11
月
26
日
、「
福
寿
園
三
つ
の
慶
事
祝
賀
会
」
を
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都

ホ
テ
ル
京
都
で
開
催
し
た
。
体
験
施
設
「
福
寿
園
宇
治
茶
街
道
を
行
く 

山
城
館
」
の
竣

工
と
、
福
井
正
憲
会
長
の
米
寿
、
著
書
の
世
界
旅
行
記
「
地
球
の
端
秘
境
を
知
る
旅
〝
百

聞
は
百
見
に
如
か
ず
〟
地
球
を
知
る
旅
日
記
」
完
結
巻
と
な
る
第
12
巻
の
上
梓
を
祝
う
も

の
。
約
６
０
０
名
が
出
席
し
た
。

創
業
の
地
に
茶
文
化
体
験
施
設

　

購
読
料
金
改
定
の
ご
案
内

　

長
期
に
わ
た
り
「
酒
類
・
食
品 

Ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
＆
解
説
」
の
ご

愛
読
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
弊
社
で
は
２
０
２
５
年
１
月
１
日
以
降
の
お
申
込

み
分
よ
り
、
購
読
料
金
を
改
定
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
わ
が
国
全
体
に
及
ぶ
諸
物
価
の
高
騰
が
続
き
、

通
信
費
を
含
め
た
大
幅
な
コ
ス
ト
の
上
昇
を
自
助
努
力
で
吸

収
し
き
れ
な
く
な
っ
て
久
し
い
こ
と
が
価
格
改
定
の
理
由
で

す
。
購
読
料
金
の
改
定
は
概
ね
30
年
ぶ
り
で
す
。

　

新
購
読
料
金
（
６
カ
月
）
は
１
万
４
３
０
０
円
（
税
込
み

１
万
５
７
３
０
円
）
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
読
者
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
諸
事
情
お
汲
み
取
り
い
た
だ

き
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

　

株
式
会
社
日
刊
経
済
通
信
社


